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新
年
あ
け

ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
健
や
か
な

新
年
を
組
合

員
の
皆
様
と

と
も
に
迎
え

ら
れ
た
こ
と
、

心
よ
り
嬉
し

く
思
い
ま
す
。

　
日
頃
よ
り
、 

Ｊ
Ａ
各
般
の
事
業
に
対
し
ま

し
て
、
深
い
ご
理
解
と
暖
か
い
ご
支
援
ご
協

力
を
賜
り
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
酷
暑
の
夏
、
世
界
情
勢
の
不
安

定
化
が
続
き
燃
油
や
肥
料
、
資
材
な
ど
依
然

と
し
て
高
止
ま
り
の
状
況
が
続
き
ま
し
た
。

ま
た
、
世
相
を
表
す
漢
字
は
１
位
が
熊
と
な

り
ま
し
た
が
、
お
米
と
の
差
は
僅
差
で
ど
ち

ら
も
１
年
を
表
す
漢
字
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
お
米
や
特
産
の
レ
ン
コ

ン
な
ど
農
産
物
販
売
が
好
調
で
、
合
併
以
来

の
目
標
で
あ
っ
た
１
０
０
億
円
達
成
の
お
祝

い
を
市
場
関
係
者
と
生
産
者
の
皆
さ
ま
、
そ

し
て
二
所
ノ
関
親
方
（
元
横
綱
稀
勢
の
里
）

に
も
来
て
頂
き
盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
今
年
は
午
年
で
、
力
強
く
前
進
す
る
姿
か

ら
「
物
事
が
う
ま
く
い
く
」「
幸
運
が
駆
け
込

ん
で
く
る
」
と
い
わ
れ
、
特
に
縁
起
が
良
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
干
支
に
あ
や
か
り
、

本
年
も
国
の
内
外
に
向
け
、
積
極
的
に
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
を
行
い
ブ
ラ
ン
ド
力
の
強
化
と

冷
凍
野
菜
、
梨
選
果
場
の
糖
度
セ
ン
サ
ー
の

導
入
な
ど
新
技
術
へ
も
取
り
組
み
、
ネ
ッ
ト
・

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
な
ど
時
代
に
あ
っ
た
新
た
な

販
路
拡
大
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
外
国
人
技
能
実
習
生
に
お
い
て
も
新
た

な
人
材
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
尚
、
今
後
は
、
お
米
を
始
め
農
産
物
の
適

正
な
価
格
形
成
が
な
さ
れ
る
よ
う
情
報
発
信

を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も

よ
り
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
取
り
ま
し
て
願

い
が
叶
い
幸
運
を
も
た
ら
す
実
り
多
い
年
に

な
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
、

年
頭
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
組
合
員
の
皆
さ
ま
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
お

健
や
か
に
新
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
よ
り
市
政
運
営
に
、
温
か
い

ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
資
材
費
の
高
騰

や
、
担
い
手
不
足
、
遊
休
農
地
の
増
加
、
猛
暑
な
ど
気

候
変
動
へ
の
対
応
、
そ
し
て
「
令
和
の
米
騒
動
」
な
ど
、

か
つ
て
な
い
激
し
さ
を
増
し
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の

ご
尽
力
に
改
め
て
敬
意
を
表
し
ま
す
。

農
業
は
「
食
」
の
安
定
供
給
の
み
な
ら
ず
、
環
境
保

全
や
地
域
社
会
の
活
性
化
、
文
化
の
継
承
な
ど
、
多
様

な
役
割
を
担
う
極
め
て
重
要
な
基
幹
産
業
で
す
。
本
市

と
い
た
し
ま
し
て
も
、
国
や
県
、
そ
し
て
水
郷
つ
く
ば

農
業
協
同
組
合
の
皆
さ
ま
と
こ
れ
ま
で
以
上
に
連
携
を

深
め
、
将
来
に
希
望
が
持
て
る
農
業
経
営
の
実
現
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

結
び
に
、
水
郷
つ
く
ば
農
業
協
同
組
合
の
さ
ら
な
る

ご
発
展
と
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
、新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

龍ケ崎市長
萩原　勇

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
水
郷
つ
く
ば
農
業
協

同
組
合
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
日
頃
か

ら
地
域
農
業
の
振
興
を

は
じ
め
、
市
政
運
営
に
多
大
な
る
ご
尽
力
を
賜
り
、
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
農
産
物
を
通
じ
て
、

地
域
住
民
に
笑
顔
や
彩
り
を
届
け
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
こ
と
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
も
、
地
元
で
生
産
さ
れ
た
新
鮮
な
農
産
物
や
、

そ
の
ブ
ラ
ン
ド
力
・
販
売
力
を
広
げ
る
様
々
な
活
動
を

拝
見
し
、
そ
の
情
熱
と
力
強
さ
を
改
め
て
感
じ
た
と
こ

ろ
で
す
。

牛
久
市
で
は
、
貴
組
合
の
皆
様
と
連
携
し
、
地
域
の

農
業
振
興
を
図
る
農
業
者
の
支
援
や
農
地
集
約
に
よ
る

生
産
性
の
向
上
、
地
元
農
産
物
の
更
な
る
普
及
を
進
め
、

農
業
へ
の
理
解
と
担
い
手
確
保
の
促
進
に
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
農
業
の
持
続
・
発
展
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
一
層
の

お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
皆
様
方
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お

祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

代表理事組合長
池田　正

　
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨

拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
輝
か
し
い
初
春

を
健
や
か
に
お
迎
え
の

こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

池
田
代
表
理
事
組
合
長
を
は
じ
め
、Ｊ
Ａ
水
郷
つ
く
ば

の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
、
地
域
農
業
の
振
興
に
多
大

な
る
ご
尽
力
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

近
年
の
農
業
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
様
々
な
問
題
が

山
積
し
て
お
り
、
安
定
し
た
生
産
と
経
営
に
大
き
な
影

響
を
与
え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
ブ
ラ
ン
ド
力
強
化
や
販
路
拡
大
、

人
材
育
成
な
ど
、「
食
」
の
担
い
手
と
し
て
様
々
な
事
業

を
実
施
さ
れ
、
安
心
・
安
全
な
農
産
物
を
提
供
し
て
く

だ
さ
る
皆
様
は
、
大
変
心
強
い
存
在
で
ご
ざ
い
ま
す
。

市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
安
定
し
た
農
業
経
営
を
継

続
で
き
る
よ
う
、
様
々
な
施
策
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

農
作
物
の
更
な
る
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

一
層
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
実
り
あ
る

一
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

土浦市長
安藤 真理子

牛久市長
沼田 和利
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。
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い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
こ
と
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
も
、
地
元
で
生
産
さ
れ
た
新
鮮
な
農
産
物
や
、

そ
の
ブ
ラ
ン
ド
力
・
販
売
力
を
広
げ
る
様
々
な
活
動
を

拝
見
し
、
そ
の
情
熱
と
力
強
さ
を
改
め
て
感
じ
た
と
こ

ろ
で
す
。

牛
久
市
で
は
、
貴
組
合
の
皆
様
と
連
携
し
、
地
域
の

農
業
振
興
を
図
る
農
業
者
の
支
援
や
農
地
集
約
に
よ
る

生
産
性
の
向
上
、
地
元
農
産
物
の
更
な
る
普
及
を
進
め
、

農
業
へ
の
理
解
と
担
い
手
確
保
の
促
進
に
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
農
業
の
持
続
・
発
展
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
一
層
の

お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
皆
様
方
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お

祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

代表理事組合長
池田　正

　
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨

拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
輝
か
し
い
初
春

を
健
や
か
に
お
迎
え
の

こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

池
田
代
表
理
事
組
合
長
を
は
じ
め
、Ｊ
Ａ
水
郷
つ
く
ば

の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
、
地
域
農
業
の
振
興
に
多
大

な
る
ご
尽
力
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

近
年
の
農
業
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
様
々
な
問
題
が

山
積
し
て
お
り
、
安
定
し
た
生
産
と
経
営
に
大
き
な
影

響
を
与
え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
ブ
ラ
ン
ド
力
強
化
や
販
路
拡
大
、

人
材
育
成
な
ど
、「
食
」
の
担
い
手
と
し
て
様
々
な
事
業

を
実
施
さ
れ
、
安
心
・
安
全
な
農
産
物
を
提
供
し
て
く

だ
さ
る
皆
様
は
、
大
変
心
強
い
存
在
で
ご
ざ
い
ま
す
。

市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
安
定
し
た
農
業
経
営
を
継

続
で
き
る
よ
う
、
様
々
な
施
策
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

農
作
物
の
更
な
る
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

一
層
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
実
り
あ
る

一
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

土浦市長
安藤 真理子

牛久市長
沼田 和利
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新
年
あ
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
水
郷
つ
く
ば
組

合
員
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
令
和
八
年

の
新
春
を
お
健
や
か
に

お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
日
頃
よ
り
地
域
農
業
振
興
及
び
高
品
質
な
農

作
物
の
生
産
へ
の
取
り
組
み
に
対
し
敬
意
を
表
し
ま
す

と
共
に
、
村
政
各
般
に
わ
た
り
格
別
な
る
ご
支
援
を
賜

り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
一
昨
年
か
ら
の
米
価
上
昇
は
、
農
業
所
得
の

向
上
に
大
き
く
寄
与
し
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
高
止
ま
り
に
よ
る
消
費
者
の
米
離
れ
や
、
需

給
の
情
報
が
混
と
ん
と
す
る
中
に
あ
っ
て
、
い
つ
大
幅

な
下
落
に
転
じ
る
か
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
村

と
い
た
し
ま
し
て
も
国
等
の
動
向
を
注
視
し
、
適
切
な

情
報
発
信
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
ア
ラ
イ
グ

マ
等
、
特
定
外
来
生
物
に
よ
る
農
作
物
被
害
の
発
生
が

増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、

対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
組
合
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
で
の
ご
活
躍
と

ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
新
年
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
水
郷
つ
く
ば
農
業
協

同
組
合
の
皆
様
に
は
、

日
頃
よ
り
地
域
農
業
の

振
興
・
発
展
を
は
じ
め
、

町
政
各
般
に
わ
た
り
、
格
別
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
地
域
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
農
業
従
事

者
の
減
少
や
後
継
者
不
足
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
な
ど

の
課
題
に
加
え
、
生
産
資
材
の
高
騰
や
高
温
に
よ
る
収

量
低
下
、
特
に
「
令
和
の
米
騒
動
」
と
し
て
騒
が
れ
る

ほ
ど
の
異
常
な
米
の
高
騰
な
ど
、
厳
し
さ
を
増
し
て
お

り
、
皆
様
の
農
業
経
営
や
暮
ら
し
に
も
甚
大
な
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

　
町
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
令
和
７
年
３
月
に
策
定
し

た
「
阿
見
町
地
域
計
画
」
の
実
現
に
向
け
、
貴
組
合
の

皆
様
と
密
に
連
携
し
な
が
ら
、
農
家
の
所
得
向
上
と
魅

力
あ
る
農
業
振
興
政
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
新
年
が
皆
様
に
と
っ
て
、
実
り
多
き
年
に

な
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

美浦村長
中島　栄

●
土
浦
地
区 

蓮
根
本
部
会 

藤
井
　
雅
敏

土
浦
れ
ん
こ
ん
セ
ン
タ
ー
利
用
部
会

 

小
野
　
幸
男

上
大
津
第
一
蓮
根
部
会 

飯
田
　
公
巳

田
村
蓮
根
部
会 

池
田
　
幸
二

田
村
共
撰
部
会
　 

吉
田
日
出
男

都
和
蓮
根
部
会 

大
関
　
忠

虫
掛
蓮
根
部
会 

出
地
　
次
郎

真
鍋
蓮
根
部
会 

酒
井
　
義
雄

土
浦
中
央
蓮
根
部
会 

今
野
谷
龍
男

霞
ヶ
浦
蓮
根
部
会 

藤
井
　
雅
敏

千
代
田
蓮
根
部
会 

坪
井
　
孝
一

田
村
蓮
根
部
会
青
年
部 

吉
田
　
仁

霞
ヶ
浦
蓮
根
部
会
青
年
部 

大
竹
　
文
弥

霞
ヶ
浦
蓮
根
経
営
研
究
会 

坂
本
　
和
彦

霞
ヶ
浦
蓮
根
女
性
部 

貝
塚
富
美
子

蓮
根
部
会
霞
ヶ
浦
ハ
ウ
ス
蓮
根
研
究
会
　
野
口
　
國
雄

土
浦
市
園
芸
組
合
連
合
会
沖
宿
蓮
根
支
部

 

土
肥
　
操

稲
作
部
会 

岩
瀬
　
裕

栗
部
会 

山
口
　
邦
夫

千
代
田
梅
部
会 

糸
賀
　
和
則

千
代
田
巨
峰
部
会 

宮
本
　
純
雄

花
き
部
会 

萩
島
　
一
郎

花
き
部
会
青
年
部 

田
上
　
明
男

小
菊
統
一
出
荷
部
会 

飯
田
　
政
夫

蚕
豆
部
会 

香
取
　
千
秋

土
浦
梨
部
会 

飯
島
　
陽
一

霞
ヶ
浦
梨
部
会 

水
野
谷
弘
文

新
治
梨
部
会 

小
野
　
輝
男

ま
る
ふ
じ
梨
出
荷
組
合 

佐
藤
　
恭
一

千
代
田
梨
選
果
場
利
用
部
会 

櫻
井
　
浩
一

千
代
田
梨
研
究
部 

鈴
木
　
圭
太

千
代
田
梨
幸
会 

長
谷
川
智
子

千
代
田
蔬
菜
部
会 

沼
田
　
厚
夫

真
鍋
葱
部
会 

羽
方
　
文
彌

新
治
ね
ぎ
部
会 

岩
瀬
　
和
雄

丸
新
ね
ぎ
出
荷
組
合 

杉
田
　
喜
一

東
城
寺
出
荷
組
合 

白
井
　
孝
一

坂
田
協
業
組
合 

栗
原
　
宣
夫

み
蔬
菜
出
荷
組
合 

横
田
　
栄

小
山
田
出
荷
組
合 

荒
井
　
勇

ク
ワ
イ
部
会 

山
口
　
行
雄

志
士
庫
柿
部
会 

野
口
　
勇

千
代
田
ハ
ウ
ス
部
会 

瀧
ヶ
﨑
俊
郎

胡
瓜
部
会 

山
本
　
孝
則

茨
翔
蔬
菜
組
合 

吉
田
　
藤
樹

霞
ヶ
浦
蔬
菜
研
究
会 

塚
本
　
和
美

さ
や
い
ん
げ
ん
部
会 

鈴
木
　
浩
司

施
設
園
芸
水
耕
み
つ
ば
部
会 

大
関
　
智
生

加
工
ト
マ
ト
組
合 

磯
原
　
孝
夫

サ
ン
フ
レ
ッ
シ
ュ
土
浦
部
会 

荒
井
　
弘

サ
ン
フ
レ
ッ
シ
ュ
新
治
部
会 

岡
田
　
雄
一

サ
ン
フ
レ
ッ
シ
ュ
霞
ヶ
浦
部
会 

小
島
　
克
彦

サ
ン
フ
レ
ッ
シ
ュ
は
す
の
里
部
会 

井
沢
　
瑞
樹

サ
ン
フ
レ
ッ
シ
ュ
つ
く
ば
部
会 

石
田
　
真
也

サ
ン
フ
レ
ッ
シ
ュ
千
代
田
部
会 

冨
島
　
良
幸

女
性
部 

髙
谷
夕
起
子

女
性
部
土
浦
地
区
本
部 

浦
野
　
洋
子

女
性
部
加
工
部
会 

武
井
さ
ち
子

女
性
部
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ 

宮
本
　
真
紀

資
産
管
理
運
用
部
会 

長
須
　
保
教

年
金
友
の
会
土
浦
中
央
支
部 

大
川
ち
よ
の

年
金
友
の
会
土
浦
南
支
部 

青
山
　
忠
夫

年
金
友
の
会
土
浦
西
支
部 

柴
沼
　
文
夫

年
金
友
の
会
霞
ヶ
浦
支
部 

飯
田
　
孝
雄

年
金
友
の
会
土
浦
北
支
部 

久
松
　
仲
男

年
金
友
の
会
千
代
田
支
部 

小
倉
　
征
夫

青
色
申
告
会 

井
沢
　
清

パ
ソ
コ
ン
研
究
会 

宮
﨑
　
博

土
浦
農
業
機
械
利
用
銀
行 

萩
原
　
巌

は
ば
た
く
会 

井
坂
　
祐
太

労
災
保
険
特
別
加
入
組
合 

池
田
　
正

千
友
会 

櫻
井
　
浩
一

土
浦
れ
ん
こ
ん
研
究
会 

岩
瀬
　
良
光

は
す
の
実
工
房 

飯
田
せ
つ
子

外
国
人
実
習
生
受
入
農
家
協
議
会 

小
野
　
英
司

写
真
倶
楽
部 

大
沼
　
清
子

農
産
加
工
部
会
ち
よ
だ
工
房 

川
俣
三
仕
子

次
世
代
農
業
プ
ロ
ジェク
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

 

栗
原
　
広
治

●
美
浦
・
阿
見
地
区 

美
浦
特
別
栽
培
米
研
究
会 

羽
成
　
浩
之

種
子
生
産
部
会 
葉
梨
　
達
夫

南
高
梅
栽
培
研
究
会 
鈴
木
　
忠

阿
見
ネ
ギ
部
会 

小
倉
　
由
佳

阿
見
ス
イ
カ
部
会 

内
野
　
正
蔵

阿
見
ナ
ス
部
会 

今
井
　
利
和

阿
見
レ
ン
コ
ン
部
会 

栁
生
　
真
吾

掛
馬
蓮
根
部
会 

平
山
　
正
行

そ
さ
い
部
会 

渡
辺
　
喜
子

直
販
部
会 

宮
本
　
和
浩

馬
鈴
薯
部
会 

斉
藤
　
正
義

な
か
よ
し
蓮
根
部
会 

吉
田
　
和
嗣

阿
見
そ
ば
生
産
部
会 

斉
藤
　
正
義

女
性
部
美
浦
地
区
本
部 

羽
成
　
洋
子

年
金
友
の
会
か
す
み
支
部 

青
山
　
孝
夫

●
竜
ケ
崎
地
区 

竜
ケ
崎
施
設
園
芸
部
会 

曽
我
尾
利
幸

西
瓜
生
産
部
会 

湯
谷
　
治
彦

大
根
生
産
部
会 

山
越
　
隼
人

メ
ロ
ン
生
産
部
会 

石
川
　
裕
一

加
工
ト
マ
ト
生
産
部
会 

阿
部
　
英
雄

梨
生
産
部
会 

中
山
　
修

竜
ケ
崎
花
き
園
芸
部
会 

山
本
　
誠
司

下
根
農
産
物
直
売
所
部
会 

板
倉
　
良
昌

農
産
物
直
売
所
　
利
根
支
部
会 

海
老
原
謙
一

イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
部
会 

矢
口
　
仁
崇

ネ
ギ
部
会 

篠
塚
　
正
男

そ
さ
い
生
産
部
会 

石
塚
　
利
男

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
生
産
部
会 

板
倉
　
良
昌

女
性
部
竜
ケ
崎
地
区
本
部 

髙
谷
夕
起
子

年
金
友
の
会
竜
ケ
崎
支
部 

宮
本
　
幸
男

竜
ケ
崎
花
卉
組
合 

五
十
嵐
　
学

謹
ん
で
新
春
の

お
よ
ろ
こ
び
を
申
し
上
げ
ま
す

謹
ん
で
新
春
の

お
よ
ろ
こ
び
を
申
し
上
げ
ま
す

　
新
年
、
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　
組
合
員
の
皆
様
方
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
希

望
に
満
ち
た
輝
か
し
い

新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
中
は
、
農
業
振
興
を
は
じ
め
と
し
た
市
政
各
般

に
わ
た
り
、
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
当
市
で
は
農
地
の
集
積
・
集
約
化
の
促
進
に

加
え
、
環
境
に
配
慮
し
た
持
続
可
能
な
農
業
と
し
て
有

機
農
業
の
推
進
に
力
を
入
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
中
で

も
特
に
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
、
子
ど
も
た
ち
に
安
心

し
て
食
べ
て
も
ら
え
る
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
を
提
供
す

る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

迎
え
ま
し
た
本
年
も
、
地
域
ぐ
る
み
で
有
機
農
業
に

取
り
組
み
、
学
校
給
食
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
米
１
０
０
％
の

実
現
に
向
け
、
関
係
者
の
皆
様
と
協
力
・
連
携
を
図
り

な
が
ら
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
ま
た
、
日
本
一
の
レ

ン
コ
ン
産
地
と
し
て
、
レ
ン
コ
ン
の
魅
力
発
信
に
努
め

て
参
り
ま
す
。

結
び
に
、
新
年
が
皆
様
に
と
っ
て
、
実
り
多
き
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

かすみがうら市長
宮嶋　謙

阿見町長
千葉　繁

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
水
郷
つ
く
ば
農
業
協

同
組
合
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ

り
地
域
農
業
の
振
興
を

は
じ
め
、
町
政
運
営
に
多
大
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を

賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
今
、
我
が
国
の
農
業
は
、
農
業
就
業
者
の
高
齢
化

や
担
い
手
不
足
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
本
町
で
は
、
農
業
の
省
力
化
・
効

率
化
に
向
け
た
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
や
、
気
候
変
動

に
対
応
し
た
栽
培
技
術
の
向
上
、
物
価
高
騰
の
中
で
の

経
営
改
善
や
安
定
化
へ
の
支
援
を
行
う
ほ
か
、
地
場
産

業
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催
な
ど
に
よ
り
、
町
の
農
産

物
の
消
費
拡
大
や
周
知
・
広
報
に
も
力
を
尽
く
し
て
お

り
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
貴
組
合
の
皆
様
と
連
携
し
な
が
ら
、
さ

ま
ざ
ま
な
農
業
施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
実
り
多
き

年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新

年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

利根町長
山﨑 誠一郎
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新
年
あ
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
水
郷
つ
く
ば
組

合
員
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
令
和
八
年

の
新
春
を
お
健
や
か
に

お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
日
頃
よ
り
地
域
農
業
振
興
及
び
高
品
質
な
農

作
物
の
生
産
へ
の
取
り
組
み
に
対
し
敬
意
を
表
し
ま
す

と
共
に
、
村
政
各
般
に
わ
た
り
格
別
な
る
ご
支
援
を
賜

り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
一
昨
年
か
ら
の
米
価
上
昇
は
、
農
業
所
得
の

向
上
に
大
き
く
寄
与
し
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
高
止
ま
り
に
よ
る
消
費
者
の
米
離
れ
や
、
需

給
の
情
報
が
混
と
ん
と
す
る
中
に
あ
っ
て
、
い
つ
大
幅

な
下
落
に
転
じ
る
か
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
村

と
い
た
し
ま
し
て
も
国
等
の
動
向
を
注
視
し
、
適
切
な

情
報
発
信
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
ア
ラ
イ
グ

マ
等
、
特
定
外
来
生
物
に
よ
る
農
作
物
被
害
の
発
生
が

増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、

対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
組
合
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
で
の
ご
活
躍
と

ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
新
年
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
水
郷
つ
く
ば
農
業
協

同
組
合
の
皆
様
に
は
、

日
頃
よ
り
地
域
農
業
の

振
興
・
発
展
を
は
じ
め
、

町
政
各
般
に
わ
た
り
、
格
別
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
地
域
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
農
業
従
事

者
の
減
少
や
後
継
者
不
足
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
な
ど

の
課
題
に
加
え
、
生
産
資
材
の
高
騰
や
高
温
に
よ
る
収

量
低
下
、
特
に
「
令
和
の
米
騒
動
」
と
し
て
騒
が
れ
る

ほ
ど
の
異
常
な
米
の
高
騰
な
ど
、
厳
し
さ
を
増
し
て
お

り
、
皆
様
の
農
業
経
営
や
暮
ら
し
に
も
甚
大
な
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

　
町
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
令
和
７
年
３
月
に
策
定
し

た
「
阿
見
町
地
域
計
画
」
の
実
現
に
向
け
、
貴
組
合
の

皆
様
と
密
に
連
携
し
な
が
ら
、
農
家
の
所
得
向
上
と
魅

力
あ
る
農
業
振
興
政
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
新
年
が
皆
様
に
と
っ
て
、
実
り
多
き
年
に

な
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

美浦村長
中島　栄

●
土
浦
地
区 

蓮
根
本
部
会 

藤
井
　
雅
敏

土
浦
れ
ん
こ
ん
セ
ン
タ
ー
利
用
部
会

 

小
野
　
幸
男

上
大
津
第
一
蓮
根
部
会 

飯
田
　
公
巳

田
村
蓮
根
部
会 

池
田
　
幸
二

田
村
共
撰
部
会
　 

吉
田
日
出
男

都
和
蓮
根
部
会 

大
関
　
忠

虫
掛
蓮
根
部
会 

出
地
　
次
郎

真
鍋
蓮
根
部
会 

酒
井
　
義
雄

土
浦
中
央
蓮
根
部
会 

今
野
谷
龍
男

霞
ヶ
浦
蓮
根
部
会 

藤
井
　
雅
敏

千
代
田
蓮
根
部
会 

坪
井
　
孝
一

田
村
蓮
根
部
会
青
年
部 

吉
田
　
仁

霞
ヶ
浦
蓮
根
部
会
青
年
部 

大
竹
　
文
弥

霞
ヶ
浦
蓮
根
経
営
研
究
会 

坂
本
　
和
彦

霞
ヶ
浦
蓮
根
女
性
部 

貝
塚
富
美
子

蓮
根
部
会
霞
ヶ
浦
ハ
ウ
ス
蓮
根
研
究
会
　
野
口
　
國
雄

土
浦
市
園
芸
組
合
連
合
会
沖
宿
蓮
根
支
部

 

土
肥
　
操

稲
作
部
会 

岩
瀬
　
裕

栗
部
会 

山
口
　
邦
夫

千
代
田
梅
部
会 

糸
賀
　
和
則

千
代
田
巨
峰
部
会 

宮
本
　
純
雄

花
き
部
会 
萩
島
　
一
郎

花
き
部
会
青
年
部 
田
上
　
明
男

小
菊
統
一
出
荷
部
会 

飯
田
　
政
夫

蚕
豆
部
会 

香
取
　
千
秋

土
浦
梨
部
会 

飯
島
　
陽
一

霞
ヶ
浦
梨
部
会 

水
野
谷
弘
文

新
治
梨
部
会 

小
野
　
輝
男

ま
る
ふ
じ
梨
出
荷
組
合 

佐
藤
　
恭
一

千
代
田
梨
選
果
場
利
用
部
会 

櫻
井
　
浩
一

千
代
田
梨
研
究
部 

鈴
木
　
圭
太

千
代
田
梨
幸
会 

長
谷
川
智
子

千
代
田
蔬
菜
部
会 

沼
田
　
厚
夫

真
鍋
葱
部
会 

羽
方
　
文
彌

新
治
ね
ぎ
部
会 

岩
瀬
　
和
雄

丸
新
ね
ぎ
出
荷
組
合 

杉
田
　
喜
一

東
城
寺
出
荷
組
合 

白
井
　
孝
一

坂
田
協
業
組
合 

栗
原
　
宣
夫

み
蔬
菜
出
荷
組
合 

横
田
　
栄

小
山
田
出
荷
組
合 

荒
井
　
勇

ク
ワ
イ
部
会 

山
口
　
行
雄

志
士
庫
柿
部
会 

野
口
　
勇

千
代
田
ハ
ウ
ス
部
会 

瀧
ヶ
﨑
俊
郎

胡
瓜
部
会 

山
本
　
孝
則

茨
翔
蔬
菜
組
合 

吉
田
　
藤
樹

霞
ヶ
浦
蔬
菜
研
究
会 

塚
本
　
和
美

さ
や
い
ん
げ
ん
部
会 

鈴
木
　
浩
司

施
設
園
芸
水
耕
み
つ
ば
部
会 

大
関
　
智
生

加
工
ト
マ
ト
組
合 

磯
原
　
孝
夫

サ
ン
フ
レ
ッ
シ
ュ
土
浦
部
会 

荒
井
　
弘

サ
ン
フ
レ
ッ
シ
ュ
新
治
部
会 

岡
田
　
雄
一

サ
ン
フ
レ
ッ
シ
ュ
霞
ヶ
浦
部
会 

小
島
　
克
彦

サ
ン
フ
レ
ッ
シ
ュ
は
す
の
里
部
会 

井
沢
　
瑞
樹

サ
ン
フ
レ
ッ
シ
ュ
つ
く
ば
部
会 

石
田
　
真
也

サ
ン
フ
レ
ッ
シ
ュ
千
代
田
部
会 

冨
島
　
良
幸

女
性
部 

髙
谷
夕
起
子

女
性
部
土
浦
地
区
本
部 

浦
野
　
洋
子

女
性
部
加
工
部
会 

武
井
さ
ち
子

女
性
部
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ 

宮
本
　
真
紀

資
産
管
理
運
用
部
会 

長
須
　
保
教

年
金
友
の
会
土
浦
中
央
支
部 

大
川
ち
よ
の

年
金
友
の
会
土
浦
南
支
部 

青
山
　
忠
夫

年
金
友
の
会
土
浦
西
支
部 

柴
沼
　
文
夫

年
金
友
の
会
霞
ヶ
浦
支
部 

飯
田
　
孝
雄

年
金
友
の
会
土
浦
北
支
部 

久
松
　
仲
男

年
金
友
の
会
千
代
田
支
部 

小
倉
　
征
夫

青
色
申
告
会 

井
沢
　
清

パ
ソ
コ
ン
研
究
会 

宮
﨑
　
博

土
浦
農
業
機
械
利
用
銀
行 

萩
原
　
巌

は
ば
た
く
会 

井
坂
　
祐
太

労
災
保
険
特
別
加
入
組
合 

池
田
　
正

千
友
会 

櫻
井
　
浩
一

土
浦
れ
ん
こ
ん
研
究
会 

岩
瀬
　
良
光

は
す
の
実
工
房 

飯
田
せ
つ
子

外
国
人
実
習
生
受
入
農
家
協
議
会 

小
野
　
英
司

写
真
倶
楽
部 

大
沼
　
清
子

農
産
加
工
部
会
ち
よ
だ
工
房 

川
俣
三
仕
子

次
世
代
農
業
プ
ロ
ジェク
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

 

栗
原
　
広
治

●
美
浦
・
阿
見
地
区 

美
浦
特
別
栽
培
米
研
究
会 

羽
成
　
浩
之

種
子
生
産
部
会 

葉
梨
　
達
夫

南
高
梅
栽
培
研
究
会 

鈴
木
　
忠

阿
見
ネ
ギ
部
会 

小
倉
　
由
佳

阿
見
ス
イ
カ
部
会 

内
野
　
正
蔵

阿
見
ナ
ス
部
会 

今
井
　
利
和

阿
見
レ
ン
コ
ン
部
会 

栁
生
　
真
吾

掛
馬
蓮
根
部
会 

平
山
　
正
行

そ
さ
い
部
会 

渡
辺
　
喜
子

直
販
部
会 

宮
本
　
和
浩

馬
鈴
薯
部
会 

斉
藤
　
正
義

な
か
よ
し
蓮
根
部
会 

吉
田
　
和
嗣

阿
見
そ
ば
生
産
部
会 

斉
藤
　
正
義

女
性
部
美
浦
地
区
本
部 

羽
成
　
洋
子

年
金
友
の
会
か
す
み
支
部 

青
山
　
孝
夫

●
竜
ケ
崎
地
区 

竜
ケ
崎
施
設
園
芸
部
会 

曽
我
尾
利
幸

西
瓜
生
産
部
会 

湯
谷
　
治
彦

大
根
生
産
部
会 

山
越
　
隼
人

メ
ロ
ン
生
産
部
会 

石
川
　
裕
一

加
工
ト
マ
ト
生
産
部
会 

阿
部
　
英
雄

梨
生
産
部
会 

中
山
　
修

竜
ケ
崎
花
き
園
芸
部
会 

山
本
　
誠
司

下
根
農
産
物
直
売
所
部
会 

板
倉
　
良
昌

農
産
物
直
売
所
　
利
根
支
部
会 

海
老
原
謙
一

イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
部
会 

矢
口
　
仁
崇

ネ
ギ
部
会 

篠
塚
　
正
男

そ
さ
い
生
産
部
会 

石
塚
　
利
男

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
生
産
部
会 

板
倉
　
良
昌

女
性
部
竜
ケ
崎
地
区
本
部 

髙
谷
夕
起
子

年
金
友
の
会
竜
ケ
崎
支
部 

宮
本
　
幸
男

竜
ケ
崎
花
卉
組
合 

五
十
嵐
　
学

謹
ん
で
新
春
の

お
よ
ろ
こ
び
を
申
し
上
げ
ま
す

謹
ん
で
新
春
の

お
よ
ろ
こ
び
を
申
し
上
げ
ま
す

　
新
年
、
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　
組
合
員
の
皆
様
方
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
希

望
に
満
ち
た
輝
か
し
い

新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
中
は
、
農
業
振
興
を
は
じ
め
と
し
た
市
政
各
般

に
わ
た
り
、
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
当
市
で
は
農
地
の
集
積
・
集
約
化
の
促
進
に

加
え
、
環
境
に
配
慮
し
た
持
続
可
能
な
農
業
と
し
て
有

機
農
業
の
推
進
に
力
を
入
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
中
で

も
特
に
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
、
子
ど
も
た
ち
に
安
心

し
て
食
べ
て
も
ら
え
る
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
を
提
供
す

る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

迎
え
ま
し
た
本
年
も
、
地
域
ぐ
る
み
で
有
機
農
業
に

取
り
組
み
、
学
校
給
食
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
米
１
０
０
％
の

実
現
に
向
け
、
関
係
者
の
皆
様
と
協
力
・
連
携
を
図
り

な
が
ら
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
ま
た
、
日
本
一
の
レ

ン
コ
ン
産
地
と
し
て
、
レ
ン
コ
ン
の
魅
力
発
信
に
努
め

て
参
り
ま
す
。

結
び
に
、
新
年
が
皆
様
に
と
っ
て
、
実
り
多
き
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

かすみがうら市長
宮嶋　謙

阿見町長
千葉　繁

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
水
郷
つ
く
ば
農
業
協

同
組
合
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ

り
地
域
農
業
の
振
興
を

は
じ
め
、
町
政
運
営
に
多
大
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を

賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
今
、
我
が
国
の
農
業
は
、
農
業
就
業
者
の
高
齢
化

や
担
い
手
不
足
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
本
町
で
は
、
農
業
の
省
力
化
・
効

率
化
に
向
け
た
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
や
、
気
候
変
動

に
対
応
し
た
栽
培
技
術
の
向
上
、
物
価
高
騰
の
中
で
の

経
営
改
善
や
安
定
化
へ
の
支
援
を
行
う
ほ
か
、
地
場
産

業
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催
な
ど
に
よ
り
、
町
の
農
産

物
の
消
費
拡
大
や
周
知
・
広
報
に
も
力
を
尽
く
し
て
お

り
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
貴
組
合
の
皆
様
と
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携
し
な
が
ら
、
さ

ま
ざ
ま
な
農
業
施
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を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
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を
お
願
い
申
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上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
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が
皆
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に
と
り
ま
し
て
、
実
り
多
き

年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新

年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

利根町長
山﨑 誠一郎

新治梨部会　　上野　茂男　　→　　小野　輝男 
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活 動 報 告 
　

蓮
根
本
部
会
は
12
月
9
日
、
ホ
テ
ル
マ
ロ
ウ
ド
筑
波
で

年
末
蓮
根
販
売
対
策
会
議
を
開
催
し
、
本
部
会
役
員
を
は

じ
め
関
係
市
場
、
行
政
・
関

係
機
関
、
J
A
役
職
員
ら

1
0
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
関
係
市
場
に

よ
る
市
場
情
勢
の
説
明
に
は

じ
ま
り
、
品
質
・
規
格
を
遵

守
し
た
選
別
、
市
場
の
要
望

に
合
わ
せ
た
計
画
的
な
出
荷
、

販
売
状
況
の
把
握
、
年
末
の

有
利
販
売
に
向
け
た
話
し
合

い
、
情
報
共
有
が
お
こ
な
わ

れ
ま
し
た
。
藤
井
雅
敏
本
部

会
長
は
「
関
係
市
場
の
方
々

と
協
力
連
携
を
図
り
、
年
末

の
有
利
販
売
に

繋
げ
ま
し
ょ
う
」

と
述
べ
ま
し
た
。

れ
ん
こ
ん

年
末
商
戦
に
向
け
て

　

ク
ワ
イ
部
会
は
11
月
28
日
、
霞
ヶ
浦
支
店
に
て
目

揃
え
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
部
会
員
を
は
じ
め
、
市
場

関
係
者
、
J
A
職
員
ら
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
年
も
昨
年
同
様
に
小
玉
傾
向
で
す
が
、
同
部
会
の
ク
ワ

イ
は
選
別
・
箱
詰
め
で
市
場
か
ら
非
常
に
高
い
評
価
を
得
て
お
り
、

最
盛
期
に
向
け
出
荷
規

格
で
あ
る
色
、
形
、
大

き
さ
等
を
再
度
協
議
し

ま
し
た
。

　

山
口
行
雄
部
会
長
は

「
小
ぶ
り
傾
向
が
続
く

が
品
質
に
は
自
信
が
あ

る
。
今
年
も
よ
り
一
層

高
い
評
価
を
得
ら
れ
る

よ
う
、
し
っ
か
り
目
揃

え
し
ま
し
ょ
う
」
と
話

し
ま
し
た
。

　

ク
ワ
イ
は
非
常
に
歴

史
が
古
く
、「
芽
が
出

る
」
こ
と
か
ら
縁
起
が

良
い
と
さ
れ
て
お
り
、

お
せ
ち
な
ど
お
祝
い
の

料
理
に
重
宝
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
で
ん
ぷ
ん

質
が
豊
富
で
栄
養
価
が

非
常
に
高
い
作
物
で
も

あ
り
ま
す
。

冬
の
縁
起
物

JAセレモニー牛久阿見オープン

　

12
月
12
日
、
東
京
都
豊
洲
市
場
に
て
東
京
シ
テ
ィ
青
果
株
式

会
社
協
力
の
も
と
、
年
末
年
始
に
向
け
れ
ん
こ
ん
の
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
を
行
な
い
、
市
場
関
係
者
を
は
じ
め
全
農
、
健
康
美

食
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
、
役
職
員
ら
約

20
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

場
内
で
は
、
早
朝
4
時
よ
り
仕

込
ん
だ
、
冷
え
た
体
を
温
め
る
熱
々

の
「
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
入
り
れ
ん

こ
ん
の
す
り
流
し
」
が
仲
卸
業
者

の
方
々
へ
約
3
0
0
食
分
振
る
舞

わ
れ
、
絶
え
る
こ
と
の
な
い
行
列

で
大
変
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

池
田
正
組
合
長
は
「
年
末
年
始

に
向
け
れ
ん
こ
ん
が
最
盛
期
を
迎

え
、
今
年
も
良
質
な
れ
ん
こ
ん
が

収
穫
さ
れ
て
い
ま
す
。
我
々
も
自

信
を
持
っ
て
P
R
お
よ
び
販
売
を

さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
皆
様

に
日
本
一
の
れ

ん
こ
ん
を
是
非

召
し
上
が
っ
て

い
た
だ
き
た
い

で
す
」
と
力
強

く
述
べ
ま
し
た
。

豊
洲
市
場
に
て

れ
ん
こ
ん
ト
ッ
プ
セ
ー
ルス

　

12
月
6
日
か
ら
7
日
に
か
け
て
、
北
海
道
の
東

武
サ
ウ
ス
ヒ
ル
ズ
中
標
津
で
試
食
宣
伝
会
・
食
育

教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

試
食
宣
伝
会
で
は
、「
れ
ん
こ
ん
の
か
ら
あ
げ
」

を
来
店
さ
れ
た
方
々
へ
提
供
し
、
大
変
好
評
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
食
育
教
室
で
は
、
参
加
し
た
親

子
に
れ
ん
こ
ん
・
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
に
つ
い
て
説

明
、「
れ
ん
こ
ん
ス
テ
ー
キ
」、「
れ
ん
こ
ん
お
好

み
焼
き
」、「
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
と
三
つ
葉
の
お
吸

い
物
」
の
調
理
実
習
を
お
こ
な
い
、
子
ど
も
達
は

一
生
懸
命
調
理
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。

　

れ
ん
こ
ん
課 

小
神
野
照
章
課
長
は
、「
ご
来
店

さ
れ
た
お
客
様
に
好
評
い
た
だ
き
大
変
う
れ
し
く
思

い
ま
す
。
食
育
教
室
で
は
、
子
供
た
ち
が
笑
顔
で
調

理
す
る
姿
を
見
ら
れ
、
や
り
が
い
を
感
じ
ま
し
た
。

今
後
も
全
国
の
方
々
に
れ
ん
こ
ん・マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム

の
魅
力
を
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
」と
話
し
ま
し
た
。

　

12
月
12
日
、「
Ｊ
Ａ
セ
レ

モ
ニ
ー
牛
久
阿
見
」
開
所

式
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

本
事
務
所
は
、「
総
合
葬

祭
こ
す
も
す
阿
見
」が
旧
・

牛
久
東
部
支
店
へ
移
転
し
、

牛
久
・
阿
見
・
美
浦
エ
リ

ア
の
葬
祭
窓
口
と
し
て
、

地
域
の
皆
様
に
広
く
ご
利

用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
リ

ニュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
い
た
し

ま
し
た
。

　

葬
儀
に
関
す
る
事
前
相
談
も

3
6
5
日
24
時
間
対
応
し
て
お
り

ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

牛久市久野町 690

「もしもの時」に備え
疑問や不安を解消

些細なご質問もお気軽にお問合せください

牛久・阿見・美浦エリアの
葬祭窓口

お問合せ・ご依頼・ご質問

365日

24時間

JAセレモニー牛久阿見

葬儀に関する

事前相談

☎ 029-875-1112 北海道でれんこん・マッシュルーム
試食宣伝・食育教室
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活 動 報 告 

　
新
治
梨
部
会
は
12
月
3
日
、
土
浦
市
内

の
圃
場
で
剪
定
講
習
会
を
開
催
し
、
部
会

員
を
は
じ
め
普
及
セ
ン
タ
ー
、
J
A
職
員

ら
が
参
加
し
ま
し
た
。
剪
定
作
業
は
、
品

質
の
向
上
や
病
害
虫
抑
制
等
に
係
る
非
常

に
重
要
な
作
業
で
3
月
下
旬
ま
で
続
き
ま

す
。

　
摘
果
・
剪
定
・
農
薬
な
ど
の
各
種
講
習

会
、
土
壌
診
断
に
よ
る
肥
沃
な
土
づ
く
り

ま
で
、
同
部
会
員
ら
は
よ
り
良
い
梨
づ
く

り
の
た
め
の

徹
底
し
た
情

報
共
有
に
尽

力
し
て
い
ま

す
。
そ
の
甲

斐
も
あ
り
、

同
部
会
の
梨

は
市
場
か
ら

の
評
価
が
非

常
に
高
く
、「
梨
な
ら

新
治
産
」
と
の
声
も

多
く
聞
か
れ
ま
す
。

　
土
浦
北
支
店
営
農

経
済
課 

床
枝
将
人
担
当
は
「
品
質
・
販
売
単
価
と
も

に
県
下
１
位
を
目
指
し
、
部
会
員
一
丸
と
な
っ
て
努

力
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
新
治
の
美
味
し
い
梨
を
、

多
く
の
方
々
に
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
」
と

話
し
ま
し
た
。

県下一の梨生産を目指して

　
大
根
生
産
部
会
は
11
月
21
日
、

牛
久
市
立
お
く
の
義
務
教
育
学
校

で
5
年
生
を
対
象
と
し
た
食
育
出

前
授
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
部
会
員
よ
り
、
大
根
の
栽
培
か

ら
出
荷
ま
で
の
工
程
、
農
業
の
楽

し
さ
や
厳
し
さ
を
分
か
り
や
す
く

説
明
さ
れ
、
生
徒
も
非
常
に
興
味

深
く
耳
を
傾
け
、
質
問
も
多
く
飛

び
交
い
ま
し
た
。

　
授
業
後
、「
大
根
は
機
械
で
収
穫

し
て
い
る
と
思
っ
た
ら
、
手
で
抜

い
て
い
て
驚
き
ま
し
た
」、「
大
根

が
苦
手
だ
っ
た
け
ど
、
今
日
の
話

を
聞
い
て
好
き
に
な
り
ま
し
た
。

も
っ
と
大
根
の
こ
と
を
知
り
た
い

と
思
い
ま
し
た
」
等
、
心
温
ま
る

感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
根
に
つ
い
て
学
ぶ

　
12
月
3
日
、
竜
ケ
崎

西
支
店
営
農
経
済
課
で

「
健
康
教
室
」
が
ス
タ
ー

ト
し
23
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
当
日
は
講
師
を

招
き
、
椅
子
を
使
っ
た

運
動
や
マ
ッ
ト
を
使
っ

た
ス
ト
レ
ッ
チ
を
実
施

し
「
思
っ
た
以
上
に
汗

を
か
い
た
」
と
い
っ
た

声
も
上
が
り
ま
し
た
。

女
性
部
の
髙
谷
夕
起
子

部
長
は
会
場
を
大
い
に

盛
り
上
げ
、
笑
顔
あ
ふ

れ
る
楽
し
い
時
間
と
な

り
ま
し
た
。

　
1
月
か
ら
3
月
ま
で

の
開
催
日
程
も
決
ま

り
、
今
後
も
参
加
者
の

皆
さ
ん
と
一
緒
に
楽
し

く
健
康
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。
多

く
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

竜ケ崎地区健康教室がスタート

　
12
月
13
日
、
霞
ヶ
浦
総
合
公
園
オ
ラ
ン
ダ
型
風
車
南
側
エ

リ
ア
に
て
開
催
さ
れ
た
水
郷
桜
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
「
ほ
し

ぞ
ら
マ
ル
シ
ェ
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

　「
ほ
し
ぞ
ら
マ
ル
シ
ェ
」
は
今
年
で
3
回
目
を
迎
え
、
行
列

の
で
き
る
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
や
市
内
人
気
カ
フ
ェ
、
雑
貨
販
売
、

農
産
物
販
売
な
ど
51
店
舗
が
出
店
し
ま
し
た
。
来
場
さ
れ
た

方
々
は
、
美
味
し
い
料
理
や
ス
イ
ー
ツ
を
食
べ
な
が
ら
美
し

い
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
当
組
合
は
、
袋
詰
め
れ
ん
こ
ん
、
に
ん
じ
ん
、
ね
ぎ
、
玉

ね
ぎ
、
じ
ゃ
が
い
も
、
み
か
ん
、
れ
ん
こ
ん
ま
ん
等
を
販
売

し
ま
し
た
。
特
に
れ
ん
こ
ん
ま
ん
は
、
全
農
い
ば
ら
き
県
本

部
が
茨
城
県
銘
柄
豚
「
ロ
ー
ズ
ポ
ー
ク
」
と
れ
ん
こ
ん
を
使

用
し
開
発
し
た
中
華
ま
ん
で
、
熱
々
の
れ
ん
こ
ん
ま
ん
を
求

め
行
列
が
絶
え
ず
大

変
好
評
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
経
済
部
生
活
課 

茂

呂
信
明
課
長
は
「
れ

ん
こ
ん
ま
ん
に
多
く

の
方
が
関
心
を
寄
せ
、

ふ
か
し
あ
が
り
を
楽

し
み
に
待
つ
声
も
多

く
聞
か
れ
る
な
ど
、

地
域
と
の
交
流
を
実

感
で
き
る
有
意
義
な

機
会
と
な
り
ま
し
た
」

と
話
し
ま
し
た
。

熱
々
の
れ
ん
こ
ん
ま
ん

　
12
月
18
日
、
全
国
高
等
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
、

全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
高
等
学
校
選
手
権
大
会
へ
の
出
場
を
決

め
た
土
浦
日
本
大
学
高
等
学
校
男
女
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
・

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
を
表
敬
訪
問
し
、
激
励
の
意
を
込
め
て
管
内

産
コ
シ
ヒ
カ
リ
、
れ
ん
こ
ん
、
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
を
贈
呈
し
ま

し
た
。
男
女
４
チ
ー
ム
揃
っ
て
の
全
国
大
会
出
場
は
茨
城
県
で

初
で
す
。

　
選
手
ら
は
「
応
援
し
て
く
だ
さ
る
方
々
の
期
待
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
、
全
力
で
プ
レ
ー
し
て
き
ま
す
」
と
力
強
く
話
し
ま
し
た
。

茨
城
県
初
! ! 

土
浦
日
大

男
女
バス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル・

バレ
ー
ボ
ー
ル

全
国
大
会
出
場

　
12
月
8
日
、
か
す
み
が
う
ら
市
立

霞
ヶ
浦
北
小
学
校
に
て
「
か
す
み
が

う
ら
市
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
試
食
会
」

が
開
催
さ
れ
、
生
産
者
、
市
職
員
、

県
南
農
林
事
務
所
、
J
A
役
職
員
ら

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
本
試
食
会
は
昨
年
に
続
き
2
回
目
で
、
ま
ず
は
4
・
5
・

6
年
生
を
対
象
に
、
か
す
み
が
う
ら
市
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
推
進

協
議
会
の
生
産
者
に
よ
る
有
機
農
業
（
米
、
に
ん
じ
ん
、
こ

ま
つ
な
）
に
つ
い
て
、
当
組
合
か
ら
は
下
村
一
已
営

農
部
長
が
レ
ン
コ
ン
に
つ
い

て
の
講
話
を
お
こ
な
い
ま
し

た
。
生
徒
は
熱
心
に
耳
を
傾

け
、「
農
業
で
一
番
大
変
な
こ

と
は
何
で
す
か
」、「
収
穫
の

時
に
気
を
つ
け
る
こ
と
は
何

で
す
か
」
等
の
質
問
も
飛
び

交
い
、
非
常
に
有
意
義
な
講

話
と
な
り
ま
し
た
。
講
和
後
、

1
・
2
年
生
の
給
食
観
覧
が

お
こ
な
わ
れ
、
有
機
野
菜
を

使
用
し
た
給
食
を
残
さ
ず
楽

し
く
食
べ
ま
し
た
。

　
か
す
み
が
う
ら
市
で
は
昨

年
、
環
境
に
配
慮
し
た
有
機

農
業
が
同
市
の
未
来
に
不
可

欠
な
も
の
と
位
置
づ
け
、
次
世
代
に

つ
な
が
る
農
業
を
目
指
し
「
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
」
を
宣
言
し
ま
し

た
。 有機農業について学ぶ
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梨
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催
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の
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の
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梨
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。

　
土
浦
北
支
店
営
農

経
済
課 

床
枝
将
人
担
当
は
「
品
質
・
販
売
単
価
と
も

に
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１
位
を
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、
部
会
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一
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と
な
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努

力
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
新
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の
美
味
し
い
梨
を
、

多
く
の
方
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に
味
わ
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て
い
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だ
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た
い
で
す
」
と

話
し
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。
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大
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生
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会
は
11
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21
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、

牛
久
市
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お
く
の
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教
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学
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で
5
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生
を
対
象
と
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た
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出

前
授
業
を
実
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た
。
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よ
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、
大
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の
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ま
で
の
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、
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業
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や
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を
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や
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く
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明
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れ
、
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も
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に
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深
く
耳
を
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け
、
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問
も
多
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び
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。
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後
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は
機
械
で
収
穫
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て
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る
と
思
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ら
、
手
で
抜

い
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が
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手
だ
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け
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今
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を
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好
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に
な
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し
た
。

も
っ
と
大
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の
こ
と
を
知
り
た
い

と
思
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ま
し
た
」
等
、
心
温
ま
る

感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
根
に
つ
い
て
学
ぶ

　
12
月
3
日
、
竜
ケ
崎

西
支
店
営
農
経
済
課
で

「
健
康
教
室
」
が
ス
タ
ー

ト
し
23
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
当
日
は
講
師
を

招
き
、
椅
子
を
使
っ
た

運
動
や
マ
ッ
ト
を
使
っ

た
ス
ト
レ
ッ
チ
を
実
施

し
「
思
っ
た
以
上
に
汗

を
か
い
た
」
と
い
っ
た

声
も
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が
り
ま
し
た
。
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部
の
髙
谷
夕
起
子

部
長
は
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を
大
い
に

盛
り
上
げ
、
笑
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あ
ふ

れ
る
楽
し
い
時
間
と
な

り
ま
し
た
。

　
1
月
か
ら
3
月
ま
で

の
開
催
日
程
も
決
ま

り
、
今
後
も
参
加
者
の

皆
さ
ん
と
一
緒
に
楽
し

く
健
康
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。
多

く
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

竜ケ崎地区健康教室がスタート

　
12
月
13
日
、
霞
ヶ
浦
総
合
公
園
オ
ラ
ン
ダ
型
風
車
南
側
エ

リ
ア
に
て
開
催
さ
れ
た
水
郷
桜
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
「
ほ
し

ぞ
ら
マ
ル
シ
ェ
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

　「
ほ
し
ぞ
ら
マ
ル
シ
ェ
」
は
今
年
で
3
回
目
を
迎
え
、
行
列

の
で
き
る
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
や
市
内
人
気
カ
フ
ェ
、
雑
貨
販
売
、

農
産
物
販
売
な
ど
51
店
舗
が
出
店
し
ま
し
た
。
来
場
さ
れ
た

方
々
は
、
美
味
し
い
料
理
や
ス
イ
ー
ツ
を
食
べ
な
が
ら
美
し

い
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
当
組
合
は
、
袋
詰
め
れ
ん
こ
ん
、
に
ん
じ
ん
、
ね
ぎ
、
玉

ね
ぎ
、
じ
ゃ
が
い
も
、
み
か
ん
、
れ
ん
こ
ん
ま
ん
等
を
販
売

し
ま
し
た
。
特
に
れ
ん
こ
ん
ま
ん
は
、
全
農
い
ば
ら
き
県
本

部
が
茨
城
県
銘
柄
豚
「
ロ
ー
ズ
ポ
ー
ク
」
と
れ
ん
こ
ん
を
使

用
し
開
発
し
た
中
華
ま
ん
で
、
熱
々
の
れ
ん
こ
ん
ま
ん
を
求

め
行
列
が
絶
え
ず
大

変
好
評
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
経
済
部
生
活
課 

茂

呂
信
明
課
長
は
「
れ

ん
こ
ん
ま
ん
に
多
く

の
方
が
関
心
を
寄
せ
、

ふ
か
し
あ
が
り
を
楽

し
み
に
待
つ
声
も
多

く
聞
か
れ
る
な
ど
、

地
域
と
の
交
流
を
実

感
で
き
る
有
意
義
な

機
会
と
な
り
ま
し
た
」

と
話
し
ま
し
た
。

熱
々
の
れ
ん
こ
ん
ま
ん

　
12
月
18
日
、
全
国
高
等
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
、

全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
高
等
学
校
選
手
権
大
会
へ
の
出
場
を
決

め
た
土
浦
日
本
大
学
高
等
学
校
男
女
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
・

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
を
表
敬
訪
問
し
、
激
励
の
意
を
込
め
て
管
内

産
コ
シ
ヒ
カ
リ
、
れ
ん
こ
ん
、
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
を
贈
呈
し
ま

し
た
。
男
女
４
チ
ー
ム
揃
っ
て
の
全
国
大
会
出
場
は
茨
城
県
で

初
で
す
。

　
選
手
ら
は
「
応
援
し
て
く
だ
さ
る
方
々
の
期
待
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
、
全
力
で
プ
レ
ー
し
て
き
ま
す
」
と
力
強
く
話
し
ま
し
た
。

茨
城
県
初
! ! 

土
浦
日
大

男
女
バス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル・

バレ
ー
ボ
ー
ル

全
国
大
会
出
場

　
12
月
8
日
、
か
す
み
が
う
ら
市
立

霞
ヶ
浦
北
小
学
校
に
て
「
か
す
み
が

う
ら
市
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
試
食
会
」

が
開
催
さ
れ
、
生
産
者
、
市
職
員
、

県
南
農
林
事
務
所
、
J
A
役
職
員
ら

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
本
試
食
会
は
昨
年
に
続
き
2
回
目
で
、
ま
ず
は
4
・
5
・

6
年
生
を
対
象
に
、
か
す
み
が
う
ら
市
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
推
進

協
議
会
の
生
産
者
に
よ
る
有
機
農
業
（
米
、
に
ん
じ
ん
、
こ

ま
つ
な
）
に
つ
い
て
、
当
組
合
か
ら
は
下
村
一
已
営

農
部
長
が
レ
ン
コ
ン
に
つ
い

て
の
講
話
を
お
こ
な
い
ま
し

た
。
生
徒
は
熱
心
に
耳
を
傾

け
、「
農
業
で
一
番
大
変
な
こ

と
は
何
で
す
か
」、「
収
穫
の

時
に
気
を
つ
け
る
こ
と
は
何

で
す
か
」
等
の
質
問
も
飛
び

交
い
、
非
常
に
有
意
義
な
講

話
と
な
り
ま
し
た
。
講
和
後
、

1
・
2
年
生
の
給
食
観
覧
が

お
こ
な
わ
れ
、
有
機
野
菜
を

使
用
し
た
給
食
を
残
さ
ず
楽

し
く
食
べ
ま
し
た
。

　
か
す
み
が
う
ら
市
で
は
昨

年
、
環
境
に
配
慮
し
た
有
機

農
業
が
同
市
の
未
来
に
不
可

欠
な
も
の
と
位
置
づ
け
、
次
世
代
に

つ
な
が
る
農
業
を
目
指
し
「
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
」
を
宣
言
し
ま
し

た
。 有機農業について学ぶ
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1月の営農情報
冬もおいしい野菜作りを楽しもう! 
~トウモロコシのトンネル栽培~
　トンネル栽培の生育初期は短日で日
照時間の少ない時期にあたり、軟弱徒
長すると、耐寒性が低下するので、充
分に換気する。

【栽培暦】 育　苗：2月上旬~3月中旬
       　　植付け：3月上旬~4月中旬
       　　収　獲 ：6月上旬~6月下旬

【品 種】：サニーショコラなど
【育 苗】：種まき・30℃の加温床で、6cmポットに種ま

きする。セルトレーでの育苗は、容積が小さいので、発
芽から植付けまでの期間が限られ、老化しやすい場合
があるので注意する。

※トウモロコシの発芽適温30~35℃、地温12℃以下で発
芽率が低下。生育適温22~30℃。

【畑の準備（100㎡当たり）】
▶堆肥、元肥は定植7~10日前に全面全層施用する。
•堆肥：300kg       ・草木灰：10kg
•窒素・リン酸・カリ：どの成分も成分量で2kg。
▶畝幅70~80cm、高さ10~15㎝の平畝をつくり、黒マ

ルチを張る。植穴は条間、株間ともに30cmとする。
【植付け・保温・換気等】
▶植付け：3月になって、6㎝のポットの底から根が見える

ようになったら、苗を1本ずつ植えつける。
•寒さ除けのために少し深めに植える。
▶保温：不織布をべた掛けし、その上にポリトンネルを掛

けて保温する。
•昼間温かくなり過ぎないように換気穴の開いたポリフィ

ルムを使うのが便利です。
【その後の管理】：春の彼岸頃までに不織布を取り除く。

その後もポリトンネルにトウモロコシが接するまではトン
ネルをそのままかけておく。

•4月下旬頃がポリトンネルを外す時期となる。
【授粉】：雌しべが十分出てから、雄花を摘んで雌しべに

授粉すると実が穂先まで入る。
▶授粉後は一番上の穂を残し、下の1,2穂は葉が取れない

ように横向きにもぎ取って、ベビーコーンとして収穫する。
【収穫】：雌しべが出始めてから23日目が“サニーショコラ”

の収穫の目安。
▶雌しべの色が茶色くなったら穂を触って実入りを確認し

てから収穫する。
【病害虫】：害虫のアワノメイガの寄生やカラスなどの鳥害、

ハクビシンなどの獣害に注意する。
（参考文献）日本農業新聞『おまかせ菜園フクダ流』（2024年
2月18日）を参考にさせていただきました。

季節を彩る手しごと（カブ）
~葉から実まで全部食べられる
優秀野菜~
　“すずな”はカブ（蕪）の別名で、「春
の七草」の一つとして知られている。

「日本書紀」に記載があり、古くから重
要な農産物で、長い栽培の歴史の中で各地に根づき、さ
まざまな品種（その数80種）が生まれ栽培されています。

◆カブの美味しい時期は春と秋：春のカブ（3~5月）は
みずみずしくて皮まで柔らかく、生食に適している。秋
のカブ（10~12月）は身が詰まっていて、火を通すと
甘みが引き立つ。

◆丸い実の大部分は水分ですが、ビタミンCやカリウム、
食物繊維、消化酵素のジアスターゼが含まれている。

•注目すべきは葉の部分で、β―カロテン、ビタミンB₁、
B₂、C、カルシウムなどが豊富。

◆葉と実は別々に保存：葉をつけたままにしておくと、水
分がどんどん奪われるので、切り分けて別々に保存す
る。

（参考文献）『農家に教わる 野菜ごはん』 ひよっこ農家・編
（株式会社 池田書店）を参考にさせていただきました。

レンコン（レンコンパワーはスゴイ! Ⅱ）
【縁起物として欠かせない食材】
　レンコンの穴は、葉で取り込ん
だ酸素を地中のレンコンに届けるた
めの”空気の通り道“。「先が見え
る、見通しがきく」として縁起が
良いとされ、お正月や慶事には欠
かせません。

【レンコンを知ろう!】その効果（2）
◆花粉症改善：レンコンに含まれるタンニンやクロロゲン

酸にはアレルギー症状を緩和する作用があり、花粉症
に効果があることも明らかになっている。レンコンを最
大限に活用するには、皮ごと毎日少量ずつ食べるのが
良いとされている。

◆便秘改善効果：レンコンには食物繊維が豊富。腸内で
水分を吸収してくれ、これが便秘解消に役立ち、スッキ
リが期待できる。また、胃の粘膜を保護する作用があ
るため、消化吸収を助ける効果があるいわれている。

◆美肌効果：レンコンは美肌作りに欠かせないビタミンC
を多く含んでいる。ビタミンCにはコラーゲンの生成を
助け、しみそばかすを予防する働きがあるため、肌荒
れ予防には最適な食品のひとつといわれている。

•レンコンに多く含まれるでんぷんがビタミンCを守るた
め、加熱してもビタミンCが壊れにくい特長がある。

【いろんな食感を楽しもう！】
◆ホクホク・もっちり食感：蓋をしてよ~く火を通して、

繊維質が柔らかくなれば、ホクホクの仕上がりになる。
すりおろして、揚げ物に混ぜても、もっちりした独特の
食感が楽しめる。

◆シャキシャキ食感：シャキシャキ食感を残すには、蓋を
閉めずに加熱しすぎないのがコツ。レンコンの繊維に
そって縦切りにすると、よりシャキシャキ感がアップす
る。

◆節位によって異なる食感：先端に位置するレンコンはホ
クホクもちもち、根元はシャキシャキなど、節位によっ
て食感が違うので、料理に合った節位をチョイスしてみ
てください。

（参考文献）『毎日続けるれんこんレシピ』（JA水郷つくば蓮根
本部会）などを参考にさせていただきました。

水 稲（高温耐性の
「にじのきらめき」Ⅰ）
　夏季の異常な高温により、
米の白未熟粒発 生増加と
いった品質低下や収量減少
が問題視されている。対策
のため、各地で高温耐性品種の作付けが進んでいる。

【多収で極良食味、縞葉枯れ病に強い】
◆「にじのきらめき」は多収で極良食味、縞葉枯病に強い

品種。暑さにも強く、高温登熟性は「やや強」と白未
熟粒の発生程度が低い。

•高温による米の外観品質は、出穂期（穂が出て開花受
精する時期）から20間の日平均気温が26~27度を超
えると明らかに低下するといわれている。

▶農研機構の調査で、「にじのきらめき」は20日間の平
均気温が26度を超えても、28度未満であれば一等米
の目安である整粒歩合70%を維持できることが実証さ
れた。

【収量・品質目標】
◆収 量：660kg/10a   ◆穂 数：400本/㎡
◆千粒重：23.5g       ◆整粒歩合：80%

【栽培管理のポイント】
（1）多収のためには適正な施肥設計を行う（土壌診断）。
（2）健全種子を使用し、しっかりと浸種する（浸種積算

温度：120~135℃）。
（3）健苗育成・適期移植（5月上中旬）を心がける。
（4）寒さに弱いため、穂ばらみ期の低温には深水管理を

実施する。
（5）早期落水を防止、適期収穫を心がける。（出穂後の

積算温度：1,100~1,240℃）。
（6）雑草防除や病害虫防除（斑点米カメムシ）を徹底する。
【種子の消毒】
◆薬剤や温湯消毒（60℃10分）により種子伝染性病害

虫の防除を必ず行う。
◆種子量は3~3.5kg/10aを目安とする。

【育 苗】
①浸種：浸種時の水温は10~15℃とし、浸種積算温度は

120~135℃を目安とする。（*「コシヒカリ」よりも1日
程度長く浸種を行わないと、十分でない場合がある）。

②催芽：催芽は30℃、24~32時間でハトムネ状態にする。
③播種：1箱当りの播 種 量は 乾 籾で175g（催 芽籾で

220g）、10a当たりの苗箱数は15~18箱程度とする。
④育苗：育苗日数が「コシヒカリ」よりも3~5日程度長

い場合がある。
⑤播種後の管理：もみ枯細菌病等の発生を抑えるために

30℃以下で管理する。

農薬使用の際は、ラベルの記載内容を守り、
周囲への飛散に注意して散布しましょう。

（執筆 茂垣）

農業は “いのちを育む”
生命産業である

小カブのはさみ揚げ
※ホクホクとしたカブの食感がうれしい。サクッと揚

げたてをどうぞ。
≪材料（4人分）≫

•小カブ・・・・・6個
•梅干し（直径2㎝程度のもの）・・・・3個
•天ぷら粉・・・・適量   •水・・・・少々
•揚げ油・・・・適量

≪作り方≫
①小カブを縦半分に切る。切った面と平行に適当な深

さの切れ目を入れる。
②梅干しの種を取り、梅肉をフォークでつぶしてペー

スト状にし、①の切れ目にはさむ。
③②に水で溶いた天ぷら粉をつけて、全体が淡いき

つね色になるまで低温（約170℃）の油で揚げる。
※ポイント：冷たい水で衣を作るとカリッと揚がる。

菜種油7とごま油3を混ぜた揚げ油を使用すると香
りが良くなる。飾りつけにカブの葉を使っては!
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　近年は温暖化により夏の気温が異常に高く、乳白粒な
どが多発し水稲の農産物検査1等比率は低下傾向にありま
す（特にコシヒカリ）。
　適切な作業や環境改善を行い、暑さに負けない「元気
なイネづくり」で1等・多収をめざしましょう。

1. 作土はできるだけ深くする!
◆作土の深さは、水稲にとって15~20㎝が良い。
•作土が浅い場合は根の張りが劣り、養水分の吸収が悪

くなり収量が低くなるとともに、高温年は乳白米や黒点
米などが多発しやすくなる。

▶そのため、作土は少しでも深くして、養水分を広
範囲から吸収できるようにすることが大
事。
◆深耕は秋にプラウで深く耕すと、

ワラの分解が進み、地力を高め
る効果もある。ロータリーだ
けで耕すならば、耕深を深
く設定し、作業速度を遅く
して耕す。また、ほ場が乾
いている時のほうが深くな
る。
•肥沃なほ場を深耕すると養

分の吸収範囲が広くなり、生
長量が多くなって倒伏が多くな
る可能性があるので、肥料を多
く施用しないようにする。

2. 土壌中のりん酸、ケイ酸は十分に!
◆りん酸が少ないと生育が劣り、分げつや穂数が少なく
なって減収する。

•りん酸の基準は乾土100g当たり10~30mgで、基準値
より低い場合は「ようりん」「苦土重焼燐」などを施用
する。 
◆ケイ酸が少ないと光合成能力が低下したり、水分不足に
なりやすく、高温年には乳白粒や黒点米などが多発す
る。病気や害虫に弱くなる。

•ケイ酸の基準は乾土100g当たり30~40mg。基準値よ
り低い場合は、「シリカサポート1号」「ケイ酸加里プレ
ミアム34」「農力アップ」などを施用する。

3. 肥料は適期に施用する!
◆チッソ肥料が不足すると生育が劣り、収量は低下し乳白

粒などが多くなる。
▶基肥~穂肥体系では、穂肥（チッソ）が少ないと光合成

能力が低下して乳白粒などが多くなる。

•最近は温暖化の影響により、出穂期や成熟期が早まる
傾向にある。コシヒカリの適切な穂肥施用時期は出穂
期の15日から10日前ですので、幼穂長などから出穂期
を予想し適期に追肥を行う。

▶「コシ一発かんた君」などの全量基肥肥料の施用は、“田
植えの2週間前から代かき前”が適期。施用時期が早す
ぎると、緩効性窒素の供給がイネの生育に合わなくな
り、収量や品質が悪くなる可能性があるので、適期施用
を心がける。

4. 細心の水管理を：根の活力を保ちつつイネの
水不足に注意する!

◆中干し：田植え後40日頃から5~10日程度行
う。このことにより過剰分げつを抑え根の
活力を維持することができ、乳白粒
などの多発を抑えることができる。
◆間断かんがい：中干し後に湛
水と落水を交互に行う間断か
んがいを行う。
▶特に出穂後は、水田の土が
少しでも見えたらすぐに水
を入れる。水田が乾いてイ
ネが水不足になると乳白粒

などが多くなるので、水管理
には細心の注意を払う必要が

ある。

5. 堆肥の施用を考える!
 「イネの緑の色が薄くなった」「収量が下

がっている」「毎年乳白粒などが多い」「可給態窒
素の分析値が低い」。そのような水田は地力が低下してい
ることが考えられ、堆肥（有機物）の施用が有効と考えら
れる。
◆堆肥から出るチッソにより光合成能力が高くなり、乳白

粒などの発生が少なくなるとともに収量が増加する効果
がある。
◆牛ふん堆肥：一般に地力（可給態窒素）を高める堆肥

は牛ふん堆肥である。堆肥の施用に当たっては十分な注
意が必要で、
•コシヒカリの場合、牛ふん堆肥は10a当たり最大で1t以

内にとどめ、葉色、生育、収量などを観察する。
•堆肥は連用すると年々チッソが蓄積して後から効いてく

るので、水稲の生育・収量状況から“連用する”か、“次
年度は施用しないか”などを決める必要がある。
（参 考 文 献）JA全 農 い ば ら き「営 農News第2837号、
3106号」を参考にさせていただきました。 （執筆  茂垣）

水稲の収量・品質向上をめざしましょう！特集情報
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第11回　令和7年12月19日（金）　開催理事会報告

協 議 事 項 報 告 事 項
(1)  役員選出（改選）スケジュールについて

（案） 

(2) 令和７年度決算予測について 

(3) 経理規程附属規程「決算実施要領」の一部
変更について（案） 

(4) ㊙出資金の口数変更について（案） 

(5) そ の 他 

(1)  ＪＡセレモニー牛久阿見開設に伴う機構図
の変更について 

(2) 阿見支店再整備に係る指名業者および見
積合わせ顛末ついて 

(3) 令和７年度第４四半期余裕金運用方針に
ついて 

(4) 令和７年度 年末一時金の支給について 

(5) 令和7年産米集荷実績について 

(6) そ の 他 

土浦防犯ニュース 令和8年1月号
土 浦 警 察 署

新年における犯罪抑止活動の実施

JA水郷つくば
ホームページはこちらから

＊各会場において新型コロナウイルス感染対策を実施しておりますが、ご来場の際はマスクの
　着用などご自身での感染症予防をお願い致します。

お花で送る

オーダーメイド家族葬
一人ひとりの個性や人生を大切にしたオーダーメイドの家族葬。
JA水郷つくばでは心温まる家族葬をお手伝い。
事前相談で悔いのないお葬式を。

《竜ケ崎・利根地区》 《牛久・阿見・美浦地区》 《土浦・かすみがうら地区》

セレモニーセンターJAホール竜ケ崎 JAセレモニー牛久阿見
住所：龍ケ崎市6007-2 住所：牛久市久野町690 住所：土浦市並木2-10-32
TEL:0297-62-0052
FAX:0297-62-0288

TEL:029-821-0121
FAX:029-823-5130

TEL:029-875-1112
FAX:029-875-5335

新築住宅の省エネ基準※と同等の断熱性能が確保できる新築住宅の省エネ基準※と同等の断熱性能が確保できる

必要な範囲のみ、断熱性能を高めることができます。
高断熱リフォームで快適な暮らしを実現！

補助錠 防犯フィルム ハンドルロック タイヤロック

鍵掛けの徹底が基本！短時間の外出や、
在宅中でも鍵をかける習慣を！

複数（ハンドルロック、タイヤロック、警報器、
GPS等）の防犯対策等の自助努力をお願いします！

被害に遭っている
自転車の多くが無施錠。
二重の鍵と
自転車の防犯登録で被害防止！

国際電話を悪用したニセ電話詐欺が急増。
被害防止のために国際電話の利用休止を！

土浦警察署 ☎ 029－821－0110

活動重点
1 住宅侵入窃盗の被害防止 2 自動車盗の被害防止

3 自転車盗の被害防止 4 ニセ電話詐欺等の被害防止
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HOROSCOPES2月のあなたの運勢

2月

1月

謹んで新春のお慶びを申し上げます。皆様におかれましては、輝かしい新年をお迎
えのことと心よりお慶び申し上げます。パソコン研究会では、地デジタルライフを豊
かにするため、パソコンやスマートフォンの活用に関する学習と交流を続けてまいり
ました。新しい年を迎え、今年もさらに充実した活動を展開し、皆様の「もっと知りた
い」「もっと活用したい」というご要望にお応えできるよう、努めてまいる所存です。
入会希望・定例会などのお問い合わせはメール等にてお願いします。

事務局：営農企画課　担当：折本　☎029-823-7001
メール：dappepc@gmail.com　宮崎
※ホームページ「ぱそこんだっぺ」で検索

6、20日 WEB   13日 定例会、講座
    28日 定例会、PCフォーラム発行
3、17日 WEB   10日 定例会、講座
    24日 定例会、PCフォーラム発行

定例会予定

今月の特集　　  最新のAI  PCと今までのPCはどこがちがうのか
　最近のパソコンにはAI搭載と宣伝していますがどこがどう違う
のかを調べてみました。CopilotやGeminiなどのAIアシスタント
をインストールして使う場合とでは、いくつかの決定的な違いが
あります。その違いの核となるのは、「AI処理を行うための専用
の部品があるかどうか」という点です。
_______________________________________________________
◆ 決定的な違い：NPUの有無
　最 新 のAI PCに は、AI処 理 に 特 化 し た「NPU（Neural 
Processing Unit：ニューラル・プロセッシング・ユニット）」
という専用のプロセッサーが搭載されています。

◀ Intel
違いがもたらすメリット
1. AI処理の高速化と省電力化
•AI PC (NPU搭載)：NPUがAI処理を

専門的に担当するため、非常に速く、
しかも少ない電力で処理できます。これにより、画像生成、リ
アルタイム翻訳、動画編集などもスムーズに実行でき、バッテ
リーも長持ちします。

•既存PC：CPUやGPUがAI処理を兼任するため、負荷が大き
く、動作が遅くなったり、バッテリーが急激に消耗したりする
可能性があります。

2. セキュリティとプライバシーの向上
•AI PC (NPU搭載)：データ（写真、音声など）をインターネッ

トに送らず、PC本体内で処理を完結できるため、機密情報や

個人情報の漏洩リスクが大幅に低減します。
•既存PC：CopilotやGeminiの基本的な利用では、多くの場

合、データはMicrosoftやGoogleのクラウドサーバーに送信
されて処理されます。

3. オフラインでのAI機能利用
•AI PC (NPU搭載)：インターネット接続がない飛行機の中や

電波の届かない場所でも、PC本体のAI機能を利用できるもの
が増えます。

•既存PC：基本的に、CopilotやGeminiの機能を使うにはイン
ターネット接続が必須です。

_______________________________________________________
まとめ
　お手 持ちのPCにCopilotやGeminiをインストールしても、
チャットによる文章作成や質問への回答といった基本的なAIアシ
スタント機能は十分に利用できます。
　しかし、最新のAI PCは、NPUという専用パーツの力で、「AI
処理の速さ」「バッテリー効率」「プライバシーの保護」の面で、
より深く、より快適なAI体験を提供するために設計された、新し
いカテゴリのパソコンと言えます。
•今のPCでもAIアシスタントは使えますが、AI PCはより高度

で、より効率的なAI活用をPC本体で実現するという点が最大
の違いです。

•興味のある方、仕事に必要な方は導入を検討されてもよいの
ではないでしょうか。

　　　　（担当：小林）

研究会HP JA広報紙WEB版

※当選者の発表は発送をもって代えさせて頂きます。

住所・氏名・年齢・感想をそえて下記の宛先までお送りください。

〒300-0833 土浦市小岩田西1丁目1-11
ＪＡ通信水郷つくば編集係  FAX 029-824-4086
E-mail:jatuti.somu11@ja-ibaraki.jp
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前号の答え「サンガニチ」でした

1/30（金）〆切

モナ・カサンドラ
プロフィール

占いを学術的に解析する「ルネ・ヴァン・ダール研究所」の

研究生となり、占星学のロジックを徹底的に解読・探求。

コンピュータによるホロスコープ作成の道を拓いた。現在は

執筆活動を始め、さらなる占星の研究を重ねている。

抽選で5名様にクオカード500円分が当たります!

写真：宮崎会長

ホームページもご覧ください。

バンコクの最新ショッピングセンター
ICONSIAM

特徴 最新の AI PC (Copilot+ PC
など )

既存の PC に AI アシスタント
をインストール

AI 処理の
場所

NPU で PC 本体内（ローカル）
で処理

インターネット経由でクラウド
のサーバーで処理

専用部品 NPU を搭載（40 TOPS 以上
の高性能が推奨）

NPU は搭載されていない、ま
たは性能が低い

処理速度 高速。遅延が少なく、リアルタ
イム性が高い

インターネット環境やサーバー
状況に依存しがち

消費電力
低消費電力。NPU が効率的
に処理するためバッテリーが長
持ちしやすい

CPU や GPU が AI 処理を担
うため、バッテリー消費が多
い

セキュリ
ティ

データを外部に送らないため機
密性が高い

処理のためにデータをクラウド
に送る必要がある

使える 
機能

Copilot+ PC 限 定の高 度な
AI 機能（例：リコール、コクリ
エーターなど）が使える

インターネット接続が必要な基
本的な AI 機能が使える
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HOROSCOPES2月のあなたの運勢

2月

1月

謹んで新春のお慶びを申し上げます。皆様におかれましては、輝かしい新年をお迎
えのことと心よりお慶び申し上げます。パソコン研究会では、地デジタルライフを豊
かにするため、パソコンやスマートフォンの活用に関する学習と交流を続けてまいり
ました。新しい年を迎え、今年もさらに充実した活動を展開し、皆様の「もっと知りた
い」「もっと活用したい」というご要望にお応えできるよう、努めてまいる所存です。
入会希望・定例会などのお問い合わせはメール等にてお願いします。

事務局：営農企画課　担当：折本　☎029-823-7001
メール：dappepc@gmail.com　宮崎
※ホームページ「ぱそこんだっぺ」で検索

6、20日 WEB   13日 定例会、講座
    28日 定例会、PCフォーラム発行
3、17日 WEB   10日 定例会、講座
    24日 定例会、PCフォーラム発行

定例会予定

今月の特集　　  最新のAI  PCと今までのPCはどこがちがうのか
　最近のパソコンにはAI搭載と宣伝していますがどこがどう違う
のかを調べてみました。CopilotやGeminiなどのAIアシスタント
をインストールして使う場合とでは、いくつかの決定的な違いが
あります。その違いの核となるのは、「AI処理を行うための専用
の部品があるかどうか」という点です。
_______________________________________________________
◆ 決定的な違い：NPUの有無
　最 新 のAI PCに は、AI処 理 に 特 化 し た「NPU（Neural 
Processing Unit：ニューラル・プロセッシング・ユニット）」
という専用のプロセッサーが搭載されています。

◀ Intel
違いがもたらすメリット
1. AI処理の高速化と省電力化
•AI PC (NPU搭載)：NPUがAI処理を

専門的に担当するため、非常に速く、
しかも少ない電力で処理できます。これにより、画像生成、リ
アルタイム翻訳、動画編集などもスムーズに実行でき、バッテ
リーも長持ちします。

•既存PC：CPUやGPUがAI処理を兼任するため、負荷が大き
く、動作が遅くなったり、バッテリーが急激に消耗したりする
可能性があります。

2. セキュリティとプライバシーの向上
•AI PC (NPU搭載)：データ（写真、音声など）をインターネッ

トに送らず、PC本体内で処理を完結できるため、機密情報や

個人情報の漏洩リスクが大幅に低減します。
•既存PC：CopilotやGeminiの基本的な利用では、多くの場

合、データはMicrosoftやGoogleのクラウドサーバーに送信
されて処理されます。

3. オフラインでのAI機能利用
•AI PC (NPU搭載)：インターネット接続がない飛行機の中や

電波の届かない場所でも、PC本体のAI機能を利用できるもの
が増えます。

•既存PC：基本的に、CopilotやGeminiの機能を使うにはイン
ターネット接続が必須です。

_______________________________________________________
まとめ
　お手 持ちのPCにCopilotやGeminiをインストールしても、
チャットによる文章作成や質問への回答といった基本的なAIアシ
スタント機能は十分に利用できます。
　しかし、最新のAI PCは、NPUという専用パーツの力で、「AI
処理の速さ」「バッテリー効率」「プライバシーの保護」の面で、
より深く、より快適なAI体験を提供するために設計された、新し
いカテゴリのパソコンと言えます。
•今のPCでもAIアシスタントは使えますが、AI PCはより高度

で、より効率的なAI活用をPC本体で実現するという点が最大
の違いです。

•興味のある方、仕事に必要な方は導入を検討されてもよいの
ではないでしょうか。

　　　　（担当：小林）

研究会HP JA広報紙WEB版

※当選者の発表は発送をもって代えさせて頂きます。

住所・氏名・年齢・感想をそえて下記の宛先までお送りください。

〒300-0833 土浦市小岩田西1丁目1-11
ＪＡ通信水郷つくば編集係  FAX 029-824-4086
E-mail:jatuti.somu11@ja-ibaraki.jp

二重マスの文字をアルファベット順に並べてできる言葉は何でしょうか？Q

A

62
切手

切手

切手

前号の答え「サンガニチ」でした

1/30（金）〆切

モナ・カサンドラ
プロフィール

占いを学術的に解析する「ルネ・ヴァン・ダール研究所」の

研究生となり、占星学のロジックを徹底的に解読・探求。

コンピュータによるホロスコープ作成の道を拓いた。現在は

執筆活動を始め、さらなる占星の研究を重ねている。

抽選で5名様にクオカード500円分が当たります!

写真：宮崎会長

ホームページもご覧ください。

バンコクの最新ショッピングセンター
ICONSIAM

19



ＪＡ通信水郷つくば 　発行／水郷つくば農業協同組合　 〒300-0833 茨城県土浦市小岩田西1丁目1番11号／TEL 029-822-0534㈹
第84号・令和8年1月9日　  発行人／池田　正　  編集／総務企画部 総務課　  印刷／朝日印刷株式会社

https://ja-sgt.or.jp/


